
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②
舞
台
平
面
図 

舞
台
を
真
上
か
ら
見
た
図
で
あ
る
。
舞
台
図
、
平
面
図
と
も
い
う
。
セ
ッ
ト
や
サ
ス
位
置
な
ど
を
記
入
す
る
。 

舞
台
平
面
図
に
は
舞
台
の
広
さ
を
表
す
升
目
が
描
い
て
あ
る
。
こ
れ
は
平
面
図
を
描
い
た
り
、
実
際
に
仕
込

み
を
す
る
と
き
の
基
準
と
な
る
ラ
イ
ン
で
、
そ
の
幅
は
180
セ
ン
チ
ま
た
は
１
間
で
あ
る
。
照
明
や
音
響
な
ど
の

仕
込
み
も
こ
の
平
面
図
を
基
準
に
す
る
の
で
、
位
置
や
大
き
さ
を
正
確
に
描
く
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
平
面
図
に
は
、
照
明
バ
ト
ン
や
美
術
バ
ト
ン
、
袖
や
割
、
緞
帳
・
ホ
リ
ゾ
ン
ト
の
位
置
な
ど
、
会
館

の
設
備
が
あ
ら
か
じ
め
描
い
て
あ
る
。
特
に
照
明
バ
ト
ン
と
美
術
バ
ト
ン
は
迫
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、

照
明
バ
ト
ン
近
く
の
美
術
バ
ト
ン
に
吊
り
物
を
す
る
と
き
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
照
明
バ
ト
ン
に
吊
る
照
明

器
具
は
、
程
よ
く
向
き
を
変
え
る
の
で
そ
の
厚
み
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

舞
台
平
面
図
を
描
く
上
で
の
最
初
の
注
意
点
は
、
舞
台
上
に
セ
ッ
ト
す
る
物
の
大
き
さ
を
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
日 

頃
使
っ
て
い
る
机
や
椅
子 

が
寸
法
通
り
に
描
い
て
な 

い
こ
と
が
あ
る
。
実
際
に 

寸
法
を
測
っ
て
そ
の
通
り 

に
描
い
て
ほ
し
い
。
パ
ネ 

ル
や
平
台
を
使
う
場
合
は
、 

高
さ
を
記
入
す
る
。
会
館 

で
準
備
す
る
も
の
が
変
わ 

っ
て
く
る
の
で
、
高
さ
は 

必
ず
記
入
し
よ
う
。 

熊
本
県
の
高
校
演
劇
の 

平
面
図
に
は
、
照
明
の
当 

た
り
や
、
ス
テ
ー
ジ
ス
ピ 

ー
カ
ー
の
位
置
も
と
も
に 

描
く
よ
う
に
お
願
い
し
て 

い
る
。
さ
ら
に
、
会
館
使 

用
備
品
の
員
数
や
舞
台
関 

係
の
大
ま
か
なC

u
e

も 

書
い
て
あ
る
と
便
利
で
あ 

る
。 平

面
図
を
描
く
の
に
苦 

労
す
る
場
合
は
、
①
舞
台 

立
面
図
で
も
紹
介
し
た
舞 

台
模
型
を
上
か
ら
見
な
が 

ら
描
く
の
も
よ
い
。 

舞台平面図の実際 学校名･演目･舞監･照明担当者名を書く。 

 

使用するバトン 

は○で囲む。 

舞台関係のCueや 

特記事項を書く。 

SSやステージスピーカー 

の位置も描く。 

会館使用備品を書こう。 

サスや特殊な明かりには名盤をつける。 

名盤はCue台本やCueシートと揃えておく。 

平台やパネルには 

高さを記入。 

一マスは180cm 

または１間。 

サスのエリア、 

色も記入。 

ホリか大黒かは必ず明記。 

①
舞
台
立
面
図 

舞
台
を
正
面
か
ら
見
た
絵
で
あ
る
。
お
客
様
か
ら
見
た
感
じ
が
理
解
で
き
る
。 

舞
台
を
水
平
に
見
た
感
じ
で
は
な
く
、
少
し
高
い
と
こ
ろ
か
ら
見
た
雰
囲
気
を

描
く
方
が
よ
い
。
一
点
透
視
法
な
ど
を
用
い
、
奥
行
き
を
感
じ
ら
れ
る
絵
に
す
る
。

舞
台
の
広
さ
（
間
口
や
奥
行
き
、
高
さ
）
を
考
慮
し
、
セ
ッ
ト
す
る
も
の
の
大
き

さ
や
位
置
関
係
が
分
か
る 

よ
う
に
す
る
。 

描
け
な
い
時
は
実
際
の 

セ
ッ
ト
を
体
育
館
な
ど
で 

配
置
し
写
真
を
撮
る
の
も 

一
つ
の
手
で
あ
る
。 

ま
た
、
舞
台
の
模
型
を 

作
り
、
そ
れ
を
見
な
が
ら 

描
く
の
も
よ
い
。
模
型
の 

土
台
に
は
平
面
図
の
拡
大 

コ
ピ
ー
を
貼
り
、
セ
ッ
ト 

す
る
も
の
の
寸
法
の
縮
尺 

が
合
う
よ
う
に
作
っ
た
模 

型
を
置
く
。 

舞
台
模
型
は
役
者
の
登 

退
や
見
切
れ
な
ど
を
確
認 

す
る
上
で
も
、
稽
古
の
時 

に
準
備
し
て
お
く
と
便
利 

で
あ
る
。 

県
内
の
大
会
の
打
ち
合
わ
せ
会
で
必
要

な
裏
方
の
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

①
舞
台
立
面
図 

②
舞
台
平
面
図 

③
Ｃ
ｕ
ｅ
台
本 

④
照
明
Ｃ
ｕ
ｅ
シ
ー
ト 

⑤
音
響
Ｃ
ｕ
ｅ
シ
ー
ト 

⑥
音
響
機
材
リ
ス
ト 

こ
こ
で
は
、
各
々
の
資
料
の
役
割
と
記

入
上
の
注
意
に
つ
い
て
解
説
す
る
。 

な
お
専
門
用
語
の
解
説
は
「
高
校
生
の

た
め
の
舞
台
用
語
集
」
を
参
照
の
こ
と
。 

舞台立面図の実際 

⑤
音
響
Ｃ
ｕ
ｅ
シ
ー
ト 

音
響
の
操
作
の
き
っ
か
け

や
操
作
内
容
、
音
の
出
る
ス

ピ
ー
カ
ー
の
種
類
、
エ
フ
ェ

ク
ト
な
ど
の
効
果
が
時
系
列

に
書
か
れ
た
シ
ー
ト
の
こ

と
。 一

つ
の
操
作
が
１
Ｃ
ｕ
ｅ

な
の
で
、
例
え
ば
Ｍ
Ｅ
１
が

流
れ
て
、
役
者
の
ポ
ー
ズ
で

Ｓ
Ｅ
１
が
入
り
、
Ｓ
Ｅ
１
が

終
わ
り
、
動
き
で
Ｍ
Ｅ
１
が

終
わ
る
。
と
の
流
れ
だ
と
、

４
つ
の
Ｃ
ｕ
ｅ
と
な
る
。 

音
響
は
出
音
の
位
置
が
大

切
。
必
ず
明
示
す
る
こ
と
。

ま
た
、
リ
ハ
ー
サ
ル
で
音
量

の
記
録
を
と
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
Ｃ
ｕ
ｅ
シ
ー
ト
の
１

Ｃ
ｕ
ｅ
の
縦
幅
は
、
照
明
と

同
じ
で
広
い
ほ
う
が
よ
い
。 

⑥
音
響
機
材
リ

ス
ト 音

響
で
使
用
す

る
メ
デ
ィ
ア
・
ス

ピ
ー
カ
ー
な
ど
を

書
く
。
ま
た
持
ち

込
み
機
材
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
機

材
の
名
称
、
Ｏ
Ｕ

Ｔ
端
子
の
形
状
な

ど
を
記
入
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。 

参考資料（実際のものを多少デフォルメしています） 

第二高校「うで子」立面図･平面図 

必由館高校「Fainal Disease」上演台本･照明Cueシート 

熊本国府高等学校 
草原俊寛/谷口晋平 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

照明 Cue シートの実際 

第６１回熊本県高等学校演劇大会　熊本市地区大会　照明Cueシート 担当者 　坂本 奏子

上演順 リハ順 ㌻

ＵＨ ＬＨ ＤＢ Ｗ ＬＢ Ｗ

1
部屋サス

L／O

2
部屋サス

暗転

3
下
○

下
○

4 部屋サス

5
部屋サス

暗転

ＳｐｅｃｉａｌSS

本ベル（客電ＯＵＴ）　～　アナウンス
～ SE①[時計] F／Ｉ
舞監Cueで 部屋明かり F／Ｉ
追っかけて 緞帳Up

Ｃｕｅ
 No

ホリゾント ＣＬ
ＲＥＭＡＲＫ

学校名　必由館高校

p.4
PP②[△△△△△] C／Oで
部屋明かり に Cross

p.5
セナ｢…急がないと！｣で
C／O→暗転

演目「Fatal Disease ～死に至ル病～」

地明かり
ブッチ バック

p.2
PP①[◇◇◇◇◇] C／Oで
教室明かり
F／Ｉ

p.2
セナ｢…できない。｣で
F／O→暗転

#W
教室明かり
(ホリ無)

Cue1と
同じ

#W
部屋明かり

シーンの明かりの雰囲気をかく。 

学校名･演目･照明担当者名を書く。 

 

各Cueの REMARKには 

台本のページ、操作に入るタイミング、操作の種

類をかく。特に幕開き、幕閉め、暗転は重要。 

シーン明かりで使いたいライト。 

幕開きのパターン。 

④
照
明
Ｃ
ｕ
ｅ
シ
ー
ト 

照
明
操
作
の
タ
イ
ミ
ン
グ
（
き
っ
か
け
）
や
操
作
の
種
類
、
操
作
後
の
明
か
り
の
雰
囲
気
が
時
系
列
に
書
か
れ
た
シ
ー
ト
の
こ
と
。 

明
か
り
を
作
る
時
、
照
明
家
は
様
々
な
事
を
考
え
る
。
灯
体
の
種
類
、
吊
位
置
、
フ
ォ
ー
カ
ス
、
向
き
、
台
数
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
種
類
、

小
屋
の
特
性
、
セ
ッ
ト
や
衣
装
の
色
合
い
な
ど
。
高
校
生
で
そ
こ
ま
で
考
え
る
の
は
か
な
り
難
し
い
。
こ
こ
は
専
門
家
の
力
を
借
り
よ
う
。

打
ち
合
わ
せ
会
で
自
分
た
ち
の
作
り
た
い
明
か
り
の
雰
囲
気
を
正
確
に
伝
え
、
会
館
の
照
明
さ
ん
に
作
っ
て
も
ら
い
、
本
番
に
備
え
よ
う
。 

シ
ー
ト
の
書
き
方
の
注
意
点
。
一
つ
の
操
作
が
１
Ｃ
ｕ
ｅ
な
の
で
、
例
え
ば
ホ
リ
が
青
く
な
っ
て
、
そ
の
あ
と
ト
ッ
プ
サ
ス
が
点
き
、
オ

ッ
カ
ケ
で
ｋ
ｅ
ｙ
ラ
イ
ト
が
点
く
。
と
の
流
れ
だ
と
、
３
つ
の
Ｃ
ｕ
ｅ
と
な
る
。 

Ｃ
ｕ
ｅ
シ
ー
ト
は
リ
ハ
ー
サ
ル
の
と
き
な
ど
に
変
更
や
追
加
が
あ
る
の
で
、
１
Ｃ
ｕ
ｅ
の
縦
幅
は
広
い
ほ
う
が
よ
い
。
Ａ
４
横
置
き
の
Ｃ

ｕ
ｅ
シ
ー
ト
一
枚
に
お
お
む
ね
５
Ｃ
ｕ
ｅ
分
を
入
れ
る
よ
う
心
が
け
て
ほ
し
い
。 

幕
開
き
、
幕
閉
め
、
暗
転
、
転
換
は
、
照
明
だ
け
で
な
く
舞
台
や
音
響
、
役
者
に
も
係 

わ
る
重
要
な
場
面
で
あ
る
。
Ｃ
ｕ
ｅ
シ
ー
ト
に
は
赤
字
で
書
く
か
マ
ー
カ
ー
な
ど
で
印
を 

入
れ
る
と
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
親
切
で
あ
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

第
一
場 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

時
計
の
秒
針
の
音
だ
け
が
静
か
に
聞
こ
え
る
。 

開
幕 

薄
暗
い
部
屋
。
そ
の
中
に
シ
ル
エ
ッ
ト
が
浮
か
び
上
が
る 

 

セ
ナ 

 

誰
も
が
思
う
こ
と
。
時
間
を
戻
せ
た
ら
。
だ
が
過
去
に
戻
る
こ
と
は
…
再
び
自
分
と
対
峙
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。 

運
命
の
呪
縛
か
ら
逃
れ
て
も
、
人
は
自
分
か
ら
…
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

 

暗
転
。
日
付
が
表
示
さ
れ
る 

金
曜
日
、
文
化
祭
前
日 

明
る
く
な
る
と
そ
こ
は
教
室
。
教
室
の
飾
り
付
け
を
す
る
５
人
。 

 

片
桐 

 

ち
ょ
っ
と
そ
こ
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
と
っ
て
よ
ー
。 

し
え
り 

い
や
、
こ
れ
重
い
お
。
普
段
ウ
チ
、
マ
ウ
ス
よ
り
重
た
い
も
の
も
た
な
い
の
に
無
理
だ
っ
て
常
考
。 

 

PP①CO後 

PP① 

C/O ← C/I 

部屋明りF/O 

本
ベ
ル
（
客
電
Ｆ
Ｏ
） 

～
Ａ
Ｎ 

～
Ｓ
Ｅ
①
Ｆ
／
Ｉ 

 

舞
監C

u
e

で 

Ｌ
／
Ｏ
（
部
屋
明
り
） 

～ 2  ～ 

Cue台本は舞台、照明、音響などすべてのCueが１冊の

台本に記入されたもの。役者にも見せておくと便利。 

 き
っ
か
け
に
な
る
台
詞
や
ト
書
き
の

位
置
が
分
か
る
よ
う
に
す
る
。 台本にはページを入れる。 

台詞番号を入れてもよい。 

 

Cue 台本の実際 

照
明
や
曲
の
名
盤
や
番
号
を
入
れ
る
。 

Cue

番
号
を
入
れ
て
も
よ
い
。
そ
の
場
合Cue

シ
ー
ト
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。 

③
Ｃ
ｕ
ｅ
台
本 

舞
台
・
照
明
・
音
響
の
操
作
の
き
っ
か
け
や
操
作
の
順
番
、
操
作
後
の
変
化
の
様
子
の
す

べ
て
が
、
一
冊
の
台
本
に
す
べ
て
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。 

こ
れ
を
読
め
ば
、
舞
台
上
で
や
り
た
い
こ
と
の
す
べ
て
が
分
か
る
よ
う
に
書
く
。 

逆
に
言
う
と
、
Ｃ
ｕ
ｅ
台
本
が
書
け
れ
ば
照
明
や
音
響
の
Ｃ
ｕ
ｅ
シ
ー
ト
は
す
ぐ
に
書
け

る
こ
と
に
な
る
。 

Ｃ
ｕ
ｅ
台
本
は
、
舞
台
の
全
体
が
時
系
列
で
分
か
る
も
の
で
、
照
明
や
音
響
の
Ｃ
ｕ
ｅ
シ

ー
ト
は
そ
の
専
門
分
野
の
抜
粋
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
Ｃ
ｕ
ｅ
台
本
だ
け
あ
れ
ば
照
明
や
音

響
の
Ｃ
ｕ
ｅ
も
分
か
る
が
、
各
々
の
準
備
を
正
確
か
つ
迅
速
に
行
い
、
本
番
を
ス
ム
ー
ズ
に

迎
え
実
施
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｃ
ｕ
ｅ
シ
ー
ト
も
必
要
に
な
る
。 

 
幕
開
き
は
本
ベ
ル
か
ら
の
流
れ
を
書
く
。 

大
会
で
は
本
ベ
ル
後
紹
介
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
も
記
入
。 

幕
閉
め
も
幕
開
き
同
様
重
要
な
き
っ
か
け
な
の
で
、
し
っ
か
り
と
順
番
通
り
に
書
い
て
い
く
。 

特
に
舞
台
さ
ん
に
き
っ
か
け
やCue

を
出
す
人
を
書
い
て
お
く
と
親
切
。 

S
E

①F
/I 

(

時
計) 

 S
E

①F
/O

 

(

時
計) 

 

教室明りF/I 

同時Cue 

SE②F/I 

(教室のテーマ) 

暗
転 


